明治 一 一十 七 八 年の 頃 K 市の 県立 中学校に 新しい 英語 

の 先生が 赴任して 来た。 此の先 生が 当時の 他の 先生 達 

に 比較して あらゆる 点で 異彩 を 放って 居た。 第一 に 年 

が 若くて 生徒 等の 兄さん 位に 見えた。 さう して 年取つ 

て 黒く 萎びた 先生 や、 堂々 とした 鬚 を 立てた 先生 等の 

中に 交った 此の 白面 無 鬚の 公子の 服装 も 著しく スマ— 

トな ものであった。 ズボンの 折目が いつでも キ チンと 

際立って 居る だけで も 周囲の くた/^ のホ ー ズとは 類 

を 異にして 居た。 さう して 教員 室から 教場へ 来る 迄の 

廊下 を 必ず 帽子 を かぶり、 冬なら 外套 を 着て 歩いて 来 

た。 教場へ はいって から 其の 黒い 中折帽子 をと つて 机 



倒されて すっかり おびえて しま ふので あった。 兎も角 

も 此の先 生の 頭の 中には 生徒 等の 今迄 見て 来た 世界と 

は 全くち がった 世界が あると いふ ことが 朧気ながら も 

子供 等に 感ぜられた やうであった。 

当時 漢文で は 孟子 や 八 大家 文集 を MM 先生から 教は 

つて 居た。 MM 先生 は 勿論 若い 時には 鬍を 頂き 大刀 を 

腰に した ことの ある 人であった。 非常な 近眼で 文字の 

大きい 漢籍で も 眼鏡に く つ つける やうに して 読んだ。 

授業中に よく 生徒が 後の方の 窓から 抜 出した。 誰か > 

話しで もして 居る と 教壇から 下りて 来て、 いきな リ嫌 

疑 者 をつ かまへ て 叱責した、 はたから 人 違 ひ を 弁明し 



て も 「イン ニヤ、 ふだんが 悪い」 と 云って 聞かれな か 

つた。 作文の 時間に はよ く 黒板 一杯に 南画の 風景 を 描 

いて 「サ ァ、 此れ を 書いて」 と 云って 独り 悦に入る の 

であった。 

国語で は 徒然 草 や 大鏡を MZ 先生から 教 はった。 此 

の 先生の 時にはよ く 昔話 をね だって、 色々 の 面白い 懐 

旧談を 聞かされた。 此方が 正則の 授業より は遥に 面白 

かった のみならず、 実際 有益で もあった やうに 思 はれ 

る。 維新 前の 死罪、 打 首、 鎗 試し、 火 あぶりの 実見 談 

など を、 昔の 人に は 珍ら しい 科学的な 記載に よって 話 

された 時な ど は 一 人の 生徒が 脳貧血 を 起して 退席した 



を 注いだ の は パラ フレ ー ズの 猛練習であって、 一 つの 

章句 を ありと あらゆる 仕方に 書き かへ させる ので、 語 

彙の総 ざら へ をす ると 同時に、 シン タ キスの 可能性 を 

払底させる とい ふ 徹底的な やり方であった。 それが 火 

の 出る やうな 性急で 鞭撻され るので、 大抵の 生徒 は悲 

鳴 を あげた。 併し 此のお かげで 生徒の 実力 は 急 加速度 

で 進んだ とい ふこと は 後日に なって 思 合 はされ た。 時 

に は エロ キュ— シ ヨンの やうな 稽古 もやった。 「ピ— 

タ 1-プ ラングル、 ザ、 プ リック リ ー、 プラン グリ— 

ビ ー ァ、 ピツカ— …… 」 とい ふ 種類の を 早口で 云 はせ 

たりした。 「英語で も 日本語で も 口調 は 同じ ぢゃ」 と 



先生 は K 市で 一 等の 旅館 延命 軒の 二階に 下宿して 居 

た。 黄八丈の どてら の 上に 白 縮緬の 兵児帯、 鳥 打帽に 

白 襟 巻、 それに 赤 皮の 編 上靴と いふ 全く 独創的な 出で 

立ちで 本 町の 人通り を 歩いて 居る こと もあった。 時に 

は 新地の 妓楼に 上 つ て 豪遊 をす る さう だとい ふゴ シ ッ 

プ もあった が、 それが 仮令 事実で あっても 悪い 感じ は 

しない 程に 先生の 行動 は 周囲から 切り離され たもの、 

やうに 見えた のであった。 

当時の 中学生に は、 夜間 や 日曜 祭日に 先生の 私宅 や 

下宿 を 訪問 して 遊ばせて 貰 ふこと が 流行 して 居た。 勿 

論 大抵 最上級の 生徒の、 中で も 元気で アム ビシ ァス で、 



る 留守に 蓑 田 先生 は K 巿の 中学 を 去って しまった。 校 

長と 暄嘩 をした 為と いふ 噂 もあった。 去る に 臨んで 生 

徒 を 講堂に 集めて 旧思想 打破 の 大 演説 を やって 職員 一 

同色 を 失った とい ふたよりも 聞いた。 其の 演説 を 評し 

て 「六尺の 音叉 一時に 振 ふが 如し」 と 手紙に 書いて 来 

た 友人 もあった。 其 後の 先生の 消息に 就いては、 しば 

らく 何事 も 知らないで 数年 を 過ぎた。 大学 二 年の 夏 休 

みに 逗 子へ 遊びに 行って、 夕方 養 神亭の 裏の 海岸 を 歩 

いて 涼風に 吹かれて 居た 時、 と ある 別荘ら しい 家の 門 

前で 思 ひも かけず 出 遭った のが 蓑 田 先生で、 その 別荘 

が 即ち 先生の 別荘であった。 先生の 方で も 未だ 自分の 



此処で も 生れて 始めての 工合の ぃゝ 安楽椅子に 坐ら さ 

れた。 此頃ソ —シォ ロジ— を 研究して 居る と 云って 

色々 の 書物 を 見せられた。 どうい ふ 話の つ、 V きで あつ 

たか 忘れた が 「兎に角 君 は、 人間 何も 別にえ らくなら 

なくても い、 とい ふこと を 承知して 居る から 感心 だ 

よ」 と 云 つ て 誉められて 嬉しが つた 事 を 覚えて 居る。 

此れ は 併し 恐らく 其 当時の 先生 自身の 心境 を 語る 意味 

の 言葉で あつたかと 思 はれる。 

其 後 唯一度 帝劇で 会った ことがある。 東京 朝日の S 

氏と 一緒であった。 それが S 氏で ある こと は、 先生が 

戯れに 芸者 か 何 かの ような 口調で 「s さん」 と 云って 



呼びかけ たので 分った のであった。 当時 先生 はたし か 

ジャパ ン タイ ムス 紙に 筆 を 執って 居られた やうで ある。 

先生の 訃報に 接して 巿ケ 谷の 邸に 告別に 行った の は 

何年 頃で あつたか 思 出せない。 其 時の 会葬者の 中には 

前の S 氏の 顔 も 見えた。 番 町の 広い 邸宅に 比べて、 此 

の 新居で 臨終の 地と なった 巿ケ 谷の 家 は 何となく 淋し 

く 見えた。 それでも 座敷の 装飾 や 勝手 道具な どの 何で 

もない やうな 処に矢 張 如何にも 先生ら しい 雰囲気 を感 

じて、 中学 時代の 昔 をな つかしく 思 出す のであった。 

何でも、 うすら 寒い 雨の 降った あとで あつたかと 思 は 

れる。 会葬者に 踏み荒された 庭の 土が ありく と 思 出 



底本 ： 「日本の 名 随筆 別巻 化 紳士」 作品 社 

1997 (平成 9) 年 5 月お 日 第 1 刷 発行 

底本の 親 本： 「寺 田 寅彦全 随筆 三」 岩波 書店 

19 9 2 (平成 40 年 2 弓 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： もりみ つ じゅんじ 

校正 ： 多羅 尾 伴 内 

2 003 年 4 月が 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



